


❷

５
年
後
・
10
年
後
の
地
域
の
農
地
利
用
　

ま
ず
は
、
話
し
合
い
か
ら

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
平
成
25
年
度
に
市
内
の
各
地
域
で

認
定
農
業
者
や
農
家
組
合
長
、
農
業
者
等
で
話
し
合
い
が
行
わ

れ
、「
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
し
て
策
定
さ
れ
て
い
ま

す
。今

回
、
国
で
は
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
来
年
度
末
ま
で
に
実

質
化
す
る
よ
う
全
国
の
市
町
村
に
通
知
し
ま
し
た
。「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
は
、
農
家
意
向
調
査
結
果
を
基
に
作
成
し
た

地
図
等
を
参
考
に
、「
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
の
農
地
を
誰
が
担

っ
て
い
く
の
か
」「
誰
に
農
地
を
集
積
・
集
約
化
し
て
い
く
の
か
」

な
ど
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
よ
く
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
く
取
り

組
み
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
実
質
化
の
取
り
組
み
は
、
国
や
県
の

補
助
事
業
や
ほ
場
整
備
事
業
な
ど
の
採
択
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
た
め
、
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
り
ま
す
。

農
業
の
担
い
手
の
減
少
や

耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、

現
状
は
厳
し
い
で
す
が
、
将

来
の
農
業
に
明
る
い
材
料
を

探
し
て
い
く
た
め
に
は
、
農

業
者
の
皆
さ
ん
の
声
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

10
月
以
降
、
市
内
の
農
業

関
係
機
関
・
団
体
が
チ
ー
ム

と
な
り
、
各
地
域
で
の
話
し

合
い
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

人・農地プラン（地域農業マスタープラン）は、
今使われている農地を、使えるうちに、使える
人に引き継いでいく、地域農業の未来の設計図
です。

農
業
委
員
会
で
は
、
本
年

２
月
か
ら
主
に
３
月
に
か
け

て
農
家
意
向
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
調
査
し
た
内
容
は

農
家
及
び
農
地
の
現
状
と
５

年
後
に
つ
い
て
で
す
。

調
査
の
う
ち
主
な
３
項
目

を
左
に
示
し
ま
し
た
。
５
年

後
に
は
「
農
業
を
行
っ
て
い

る
」
農
家
が
62
％
か
ら
36
％

に
約
４
割
減
り
、「
後
継
者
の

い
る
」
農
家
は
30
％
か
ら

23
％
に
減
る
傾
向
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
所
有

に
つ
い
て
は
、
97
％
か
ら

71
％
と
、
約
２
割
減
少
し
、
差

分
の
26
％
が
現
時
点
で
は

「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
こ
の
他
、
農
地
の
貸

借
や
売
買
の
希
望
も
回
答
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
は
今
後
の
農

業
委
員
会
活
動
や
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
の
地
域
で
の
話

し
合
い
の
資
料
と
し
て
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
家
意
向
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人・農地プランの「実質化」の取り組み

地域の皆さんの話し合いで「農地」を守ろう!!

農家意向調査の結果（令和元年９月 13日現在）回答率 80％ 調
査
の
概
要

調
査
の
結
果

結
果
を
活
か
し
て



❸

農
地
に
関
す
る

相
談
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

購読料は月 700 円です。月４回

毎週金曜日に郵送で届きます。

お申し込みは各地区の農業委

員・農地利用最適化推進委員へ。

各
種
申
請
の
受
付
締
切
日
は
、
毎
月
10
日
で
す
。

（
10
日
が
市
役
所
閉
庁
日
の
場
合
は
翌
開
庁
日
）

農
地
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
！

各
地
区
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
、
農
地
の
貸
し

借
り
や
名
義
変
更
（
売
買
・
贈
与
）、

農
地
以
外
へ
の
地
目
変
更
な
ど
、
農

地
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

○
費
用
　
無
料

○
申
し
込
み
　
不
要

お
待
ち
い
だ
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

○
そ
の
他

相
談
す
る
農
地
の
地
番
等
が

わ
か
る
資
料
（
固
定
資
産
明
細
書

等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

市
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
６
２
ー
２
１
１
１

農業者年金制度説明会
農業者年金について詳しく聞いてみたいな

…そんな方はぜひ足をお運びください！

農業者年金への加入を検討している方、

農業者年金に加入していて年金受給などに

ついて相談したい方を対象に、農業者年金

制度説明会を開催します。市農業委員会事

務局職員が個別に対応しますので、お気軽

にお越しください。相談は受付順に行いま

すが、事前の予約も可能です。事前予約をさ

れる方は下記までご連絡ください。

■日時 10 月 29 日（火）9：00～17：00

■場所 遠野市役所本庁舎２階相談室Ａ

■お問合せ 市農業委員会事務局

☎62-2111（内線 456）

農業者年金で豊かな老後を！！

「農地中間管理事業」への切替 を考えてみませんか
農地中間管理事業とは
◆平成 26年度からスタートした農地の貸し借りに関する国の制度です。
◆岩手県では「岩手農地中間管理機構」として知事から指定を受けた岩手県農業公社が農
用地等を借り受け、経営規模を拡大する担い手等がまとまりのあるかたちで利用できるよ
う配慮して貸し付ける事業です。

こんなメリットがあります！（農地を貸した人の場合）
○貸付期間満了後は、確実に農地が戻ります。
○賃料は、機構から確実に支払われます。
（契約賃料から１％を差し引いた金額が支払われます。）
○一定の要件を満たせば、固定資産税が減免されます。
○贈与税・相続税の納税猶予の特定貸付に該当します。

詳しくは、市農林課・農業委員会（☎62-2111）
農地中間管理機構（岩手県農業公社）（☎019-601-5236）へお問合わせください。

会　　場

綾織地区センター

土淵地区センター

遠野市役所本庁舎

宮守総合支所

小友地区センター

上郷地区センター

附馬牛地区センター

松崎地区センター

青笹地区センター

時　　間

全会場

13：30

～

15：30

開催日

11 月 １ 日（金）

11月 ５ 日（火）

11月 ６ 日（水）

11月 11 日（月）

11月 ８ 日（金）

お待ちして
います。

なるほど！
「農地中間管理事業」
を使ってみようかな。



﹁
地
域
農
業
に
思
う
﹂

農
業
委
員
会
で
は
今
年
、
市
内
全
戸

の
農
家
を
対
象
に
独
自
の
意
向
調
査
を

実
施
し
た
。調
査
の
主
目
的
は
、農
家
で

現
在
ど
の
よ
う
な
農
業
経
営
が
行
わ

れ
、５
年
後
、ど
の
よ
う
な
農
業
経
営
を

考
え
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
地
域
農
業
及
び
地
域
づ
く

り
・
人
口
減
少
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を

与
え
る
。

調
査
を
実
施
し
て
特
に
感
じ
た
こ
と

は
、次
の
と
お
り
。①
若
い
担
い
手︵
45

歳
以
下
︶が
少
な
く
高
齢
化
し
た
担
い

手
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
②
条

件
の
良
い
と
こ
ろ
は
農
地
の
集
積
が
進

む
が
、
中
山
間
地
域
・
小
規
模
農
地
は

農
地
の
集
積
が
進
ま
な
い
こ
と
、
③
以

前
は
兼
業
農
家
で
あ
っ
た
農
家
も
現
在

は
経
営
面
積
を
縮
小
し
て
自
給
的
農
業

に
移
行
、又
は
農
業
か
ら
撤
退︵
農
地
は

親
戚
及
び
隣
人
に
無
償
貸
与
︶し
て
い

る
こ
と
。

一
方
、後
継
者
に
つ
い
て
は
、現
状
農

政
で
は
﹁
農
業
を
継
ぐ
よ
う
に
話
せ
な

い
﹂、農
業
を
継
ぐ
か
ど
う
か
は
後
継
者

本
人
が
決
め
れ
ば
良
い
と
考
え
る
人
が

多
い
と
の
印
象
が
強
か
っ
た
。

農
家
意
向
調
査
で
明
確
に
な
っ
た
の

は
農
業
従
事
者
の
年
齢
が
高
齢
化
し
、

条
件
が
悪
い
中
山
間
地
、小
規
模
農
地
、

未
整
備
農
地
の
集
積
を
進
め
る
こ
と
は

難
し
く
、目
標
数
値︵
国
80
％
、県
65
％

以
上
︶に
は
厳
し
い
現
状
で
あ
る
こ
と
。

今
後
は
地
域
農
業
・
地
域
づ
く
り
を

見
据
え
た
遠
野
型
の
次
世
代
農
業
︵
ス

マ
ー
ト
ア
グ
リ
︶
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

農
業
委
員
ひ
と
こ
と

農
政
専
門
委
員
会委

員
長
　
佐
々
木
　
誠
一

❹

遠
野
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
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令
和
元
年
度
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
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農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
農
地
法
第
30
条
に

基
づ
い
て
毎
年
、
農
地
の
利
用
状
況
を
調
査

す
る
も
の
で
、
①
農
地
利
用
の
確
認
  ②
遊

休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
・
解
消

③
違
反
転
用
の

発
生
防
止
・
早

期
発
見
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
７
月

25
日
に
市
長
を

は
じ
め
関
係
機

関
・
団
体
の
来

賓
に
参
加
を
い
た
だ
い
て
出
発
式
を
開
催

し
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
７
月
29
日
か
ら
８

月
７
日
ま
で
行
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
遊
休
農
地
及
び
遊
休
化
の

お
そ
れ
が
あ
る
農
地
の
所
有
者
に
対
し
て

は
﹁
利
用
意
向
調
査
﹂
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

農
地
は
生
産
目
的
以
外
に
も
、
暮
ら
し
の

環
境
で
も
あ
り
、
地
域
の
み
ん
な
で
将
来
を

考
え
て
遊
休
農
地
の
な
い
姿
を
目
指
し
た

い
も
の
で
す
。

寒河江市の皆さんと記念撮影（上）、エゴマ畑で説明（下）。

この夏の猛暑の中を田畑の草刈
り、野菜の収穫に汗を流す農家の皆
様の姿にプロ意識をひしひしと感
じ、どうか台風等の影響がなく、実
りの秋を迎えられますようにと願
う日々です。
これから予定されている各地域

での話し合いに、１人でも多くの農
家の皆様に参加していただき、遠野
の農業を一緒に考えていきたいと
思います。（編集委員 白金 英子）

ようこそ遠野へ
７月 19日 熊本県菊池市農業委員会から 12名

24 日 山形県寒河江市農業委員会から 26名

昨年、全国農業新聞に活動が紹介されたこ
とから東北各地、友好都市の農業委員の皆さ
んが訪れています。視察の内容は、女性農業
委員・推進委員の活動と耕作放棄地解消活
動として取り組んでいるエゴマ栽培につい
てでした。また、活動する際に揃えたユニホ
ームも好評をいただきました。委員同士の情
報交換、親睦が深まりました。


